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 スポーツ現場に栄養士が出向いて食事指導を行う、という現在では良く見

られる光景は、日本では25年ほど前から行われています。一方、運動生理

・生化学分野での栄養摂取に着目した基礎研究にはもっと長い歴史があり

ます。私は、これまで運動トレーニングや摂取した栄養素がどのように骨格

筋や全身のエネルギー代謝に影響を及ぼすのかを研究してきました。 

本講義では、スポーツ栄養学の歴史に触れるとともに、近年の基礎的なス

ポーツ栄養学の研究で明らかとなってきた事実について紹介します。 
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